
 

小中高校における科学教育支援活動 

～アメリカでのベストプラクティスと日本の状況について～ 

 

主催：日本原子力研究開発機構 

共催：原子力人材育成ネットワーク・初等中等教育支援分科会 

 

日時：平成 26 年 11 月 1 日（土）13：30 ～ 17：00 
 

場所：フクラシア品川クリスタルスクエア（品川駅港南口） 

住所 東京都港区港南 1-6-41 

電話 03-6430-9355 

アクセス http://www.fukuracia-shinagawa.jp/access/ 

（JR 品川駅港南口から徒歩 8 分、京浜急行品川駅から徒歩 8 分） 
 

内容：              

13：30 開会           全体司会 工藤和彦（九州大学名誉教授） 

13：35 招待講演 

『テキサス A&M 大学  Nuclear Power Institute による種々科学教育支援活動』   

Ms Valerie G. Segovia  

（テキサス A&M 大学 原子力研究所 アウトリーチ開発部長） 

15：00～15：30 休憩 

15：30 パネル討論 

基調講演１：『日本における放射線教育支援プログラムの事例と今後の展開』 

飯本武志 （東京大学 環境安全本部 准教授） 
 
基調講演 2：『福島における放射線教育 -現場で見えてくる課題について- 』 

山口克彦 （福島大学 理工学群共生システム理工学類 教授） 

16：45 閉会     （本セミナーは、日英「同時通訳」で実施します） 

 
定員：60 名（参加料なし） 
 

お申込み：参加登録が必要となります。登録用紙にお名前・ご所属等をご記入の上、 

下記宛先まで e-mail（もしくは Fax）にてお送り下さい。 

尚、登録用紙は、原子力人材育成ネットワーク HP からダウンロードできます。 

（http://jn-hrd-n.jaea.go.jp/） 
 

<<宛先>> 

日本原子力研究開発機構 原子力人材育成センター  

(原子力人材育成ネットワーク事務局) 

e-mail: jn-hrd.seminar@jaea.go.jp  Fax: 03-5157-1950   
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